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平成 27 年「患者体験調査」の再分析 
 

研究分担者 樋田  勉 獨協大学経済学部 教授 
 

研究要旨 
 本研究班の前身の研究班で、平成27年に行われた「患者体験調査」の再分析を行い、さまざまな

ウェイトを使用することが、患者集団の分布に対してどのように影響を及ぼすかを検討した。これ

らの結果は単純な計算手法の影響の検討にとどまるが、より補助情報が利用可能であれば、推定精

度の向上を図ることが可能になると思われる。また、患者納得度をどのようにとらえるかについて

は、より様々な因子があるために詳細の解析が必要と考えられる。 

Ａ．研究目的 
 本研究の目的は、（1）平成27年「患者体験調
査」の集計段階において，母集団情報を利用し
て推定精度の向上が可能であるか検討して次
回調査設計へ役立てること、及び、（2)患者の
納得度と他の要因との関連を検討することで
ある 
 
Ｂ．研究方法 
 （1）については、「患者体験調査」の 
個票データの集計段階において、通常の 
復元ウェイトと母集団情報を利用するカ 
リブレーションウェイトを作成し、推定 
精度を比較する。（2）については、標 
本抽出設計を考慮したデザインベースの 
回帰分析手法により、患者の治療開始ま 
での納得度と治療に関する納得度と他の 
要因との関連を分析する。 
（倫理面への配慮） 
 匿名データを利用。 
 
Ｃ．研究結果 
 （1）については、母集団情報を用いて 
復元ウェイトをカリブレーションするこ 
とにより、若干の推定精度の向上が見ら 
れた。（2）については，他の調査項目 

（医療スタッフからの情報提供や調査実 
施時点における通院等の状況等）とのあ 
いだに統計的に有意な関連が見られた。 
 
Ｄ．考察 
 （1）の結果から，次回調査において， 
より詳細な母集団情報や調査実施時にお 
ける補助情報が利用可能になれば，さら 
に推定精度の向上を図ることが可能と考 
えられる。（2）の結果から患者の納得 
度を高めるためには医療スタッフからの 
十分な情報提供や，スケジュールの十分 
な情報，医療チームの十分な連携等が重 
要と示唆された。 
 
Ｅ．結論 
 患者体験調査については，母集団情報 
や補助情報を利用することでさらに推定 
精度を向上させることが可能と考えられ 
る。その一方で，調査では単位無回答や 
項目無回答が発生していることから，無 
回答の処理方法とバイアスについてもよ 
り詳細に検討することが必要である。無 
回答の処理は患者の納得度の分析におい 
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ても重要であり，今後これらを考慮した 
分析を行うことが必要と考えられる。 
 
 
Ｇ．研究発表 
 
 1.  論文発表 なし 
 2.  学会発表 なし 

 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  

1. 特許取得 なし 
2. 実用新案登録 なし 
3. その他 なし 

各種 weight による推定値と母集団との比較  
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集計方法１：一段抽出の層（都道府県×県拠点・地域拠点） 
       二段抽出の層（がん種別，希少，若年，その他）の各層でウェイト算出 

集計方法２：さらに患者数推定値が都道府県・年齢階級・がん種で一致するよう Calibration 


